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るとされているが，18トリソミー (T18)や 13トリソミー (T13)などの染色体異常や脳奇形をき
たす Dandy-Walker 奇形や橋小脳低形成，もしくは骨形成疾患のタナトフォリック異形成







解剖症例と T18 症例，および CHがあると解剖時診断されていた症例の脳組織検体を用いて脳の各
部位の重量，重量比から CH の有無を評価する方法を検討した． 
 










そのうち補正胎齢(RGD)221 日から 296 日の 57 症例を胎齢一致コントロール群とした．胎齢一致








T18 群の cw/BRw，(cw+sw)/BRw は，胎齢一致コントロール群より小さく，有意差を認めた．BOwと
の回帰分析では，T18群および全コントロール群いずれも，BOwの増加とともに、Cw、cw、cw/BRw、
(cw+sw)/BRwは増加しているが，二群間に差は見られなかった．RGDとの回帰分析では，RGDの増
加とともに，Cw，cw，cw/BRw，(cw+sw)/BRw は増加していた．そして 2群間で Cwに差は見られな
いが，cw，cw/BRw，(cw+sw)/BRｗは T18 群は全コントロール群に比較して，明らかに低値であっ
た．(3)の CHと診断されていた 4 症例はいずれも cw/BRw は T18 群と同程度に低値であったが，2
例の TD では，Cw は RGD に対して重く，cw はコントロール群と同程度であった．T13 と Bowen-
Conradi 症候群の Cwはコントロール群と同程度であったが，cwは T18と同程度に軽かった． 
 





cw/BRw で評価するのがよいと考えられた．また，T18 以外で CHと診断されていた 4症例は，い
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